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・ＷＩＺメールでの抗原検査の実施報告時は、件名にも患者名の表記を
　するようお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・江刺家　恵子様～11/17　15：30～17：00に家族付き添いにて眼鏡を取りに行くために外出予定となっている。
・佐藤　暹様～南病棟への移動について家族確認し、了承されている。
・中山　真由美様～家族様付き添いにて外出訓練実施している。
　　　　　　　　　疼痛時）ロキソプロフェン+レバミピド5回分処方あり。
・村舘　ミネ様～家族、スタッフ付き添いにて八戸市民病院へ他科受診している。
　　　　　　　　採血施行後は血圧低値や本人不調の訴えもあり、実施していないが、今後内視鏡検査等実施していく予定。日程は市民病院から当院へ連絡が来る予定。クエン酸第一鉄Ｎａ（50）2Ｔ1×朝で１４日分処方あり。

・高柳　和子様～不眠時レボトミン（25）3Ｔ処方あり。
・能登谷　秀昭様～明日より服薬自己管理開始予定。本日夕に、明日１日分の内服薬をセット行っていく。カレンダーは病棟のを貸しています。
・川原　サエ子様～頭痛時）ロキソプロフェン+レバミピド10回分処方あり。
・船田　泰子様～ＡＺ点眼液１本処方あり。
・大久保　恵様～白山台耳鼻科クリニックからの持参薬のベタヒスチンメシルを当院切
り替え。フェキソフェナジンはクレマスチンと効果重複する為当院皮
膚科での処方が終わるまでは皮膚科でフォローする事としている
オムツに関しては、「盗まれる」と本人より訴えあり、Ａユニットリネン庫にて管理となっている。
＜要注目患者様情報＞
・佐藤　暹様～表情の冴えなさは持続していますが不安感や不訴えなく経過している。自室より出てくる事が少なく活動性は低い。鼻閉により呼吸苦訴える事あるが、バイタルサイン異常無し。本人より点鼻薬の希望あり。適宜声掛けを行い、精神症状、身体症状の観察を行いましょう。
・瀬原　るみ様～飲酒に関連した言動は無し。日課はマイペースに取り組む事出来てい
る。精神症状の観察とプログラム取り組み状況を観察し適宜記録へ記載しましょう。
・高柳　和子様～準夜帯消灯後より徘徊・他室侵入あり介入要している。他者とのトラブルとならないよう適宜ラウンドし介入していきましょう。
・佐々木　康子様～他室侵入、他者の私物を盗む行為が続いており、他者よりクレームが頻回となっている。日中夜間ラウンドをしっかり行い、適宜介入行っていきましょう。
・
＜病棟事業取組状況確認＞
・外出泊予定はホワイトボードで管理していますが、今後は用紙を用意していますので、活用し改善点等意見をお願いします。
　外出泊時の説明文に関しては、現在修正中です。
・退院支援パスも新たに作成されていますので活用していきましょう。
・勉強会は滞っているものもあるので、各担当は資料作成し実施できるようにしましょう。
・

＜疾病教育検討＞
各受け持ちスタッフは１人/月ペースで実施していくようにしましょう。
本人の理解力や集中力に合わせ２回に分けて実施しする等工夫していきましょう。
